
市民のうごき
昭和57年7月末現在

人口 39，680人 (+53) 

男 18，935人(+24)

女 20，745人 (ート29)

世帯数 12，194世帯 (+13) 

面積 240.93平方キロメートル
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標
高
抑

m
の
大
洲

⑦
三
善
・
石
仏
地
区

市
街
地
の
北
、
感
応
寺
山
の
中
腹
西

斜
面
に
広
が
る
の
が
石
仏
地
区
で
す
。

昔
、
こ
の
地
区
に
六
地
蔵
に
な
ぞ
ら

え
て
石
の
仏
六
体
を
並
べ
て
信
仰
の
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

石
仏
と
い
う
地
名
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

東
宇
山
地
区
に
は
標
亘
二
百
j
一二百

灯
に
集
落
が
散
在
し
て
い
ま
す
。
か
つ

て
は
こ
の
地
帯
が
洪
水
の
心
配
の
な
い

住
み
や
す
い
所
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
石
仏
地
区
に
は
、
十
六
世
帯

七
十
↑
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
大
半

が
兼
業
農
家
で
す
。

200 m-250 mに散在する石仏地区
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お お ず

9
月
日
;
幻
日
敬
老
の
日

-
老
人
福
祉
週
間

一
現
在
、
わ
が
国
の
お
年
寄
り
(
六
+
五
歳
以
上
)
は
一
千
万
人
を
一

一
越
え
、
総
人
口
の
約
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
今
後
一

一
ま
す
ま
す
増
え
る
も
の
と
み
ら
れ
、
三
十
三
年
後
の
昭
和
九
十
年
に
一

一
は
二
+
%
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

-
し
か
し
、
長
生
き
し
て
も

H

生
き
が
い
H

の
な
い
老
後
で
は
、
意
一

一
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
貴
重
な
財
産
庁
お
年
寄
り
U

に
長
生
き
一

一
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
お
年
寄
り
の

H

生
き
が
い
H

一

一
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
百
」
、
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
は
「
老
人
一

一
福
祉
週
間
」
で
す
。

広報大洲市民 憲章

、示品主培 、 ゆ

老人センターでクロッケーを楽しむお年寄り

有
名
な
グ
リ
ム
童
話
に
こ
ん
な
話
が

あ
り
ま
す
。

年
老
い
た
父
と
、
い
た
ず
ら
盛
り

の
子
供
を
持
つ
農
夫
が
い
ま
し
た
。

こ
の
農
夫
は
、
年
老
い
た
父
が
食
べ

物
を
こ
ぼ
し
た
り
、
皿
を
割
る
の
を

見
て
、
木
の
鉢
(
は
ち
)
を
与
え
、

家
族
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
食
事
を

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
曲
辰
夫
は
子
供
が
小
さ
な

板
切
れ
を
集
め
て
い
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
。

「
お
前
、
そ
ん
な
に
板
切
れ
を
集

め
て
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
?
」

と
不
審
に
思
っ
た
農
夫
が
聞
き
ま
し

た。
少
年
は
胸
を
張
っ
て
答
え
た
の
で

す。
「
パ
パ
が
年
と
っ
た
と
き
の
た
め

に
、
こ
れ
で

H

餌
(
え
さ
)
箱
H

を

作
る
ん
だ
」

そ
の
日
以
来
、
祖
父
が
一
家
と
同

じ
食
卓
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
童
話
は
、
私
た
ち
人
聞
の
心
の

裏
側
を
実
に
巧
み
に
描
き
出
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
戦
後
、
核
家
族
化
が
急
速

に
進
ん
だ
日
本
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ

の
童
話
に
登
場
す
る
よ
う
な
孤
独
な
老

人
が
ふ
え
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

よ
き
老
後
と
は

そ
れ
で
は
、
よ
き
老
後
と
は
ど
ん
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ま
ず
は
健
康
で
、
暮
ら
し
に
困
ら

な
く
て
、
グ
チ
を
一
言
わ
な
く
て
す
む
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
こ
と
」

と
、
だ
れ
も
が
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

衣
・
食
・
住
だ
け
で
な
く
、
医
・
職

そ
れ
に
プ
ラ
ス
生
き
が
い
が
保
証
さ
れ

た
暮
ら
し
こ
そ
、
よ
き
老
後
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
経
済
面
で
の
安
定
と

丈
夫
な
体
そ
し
て
生
き
が
い
|
|
お
年

寄
り
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
三

つ
が
不
可
欠
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

総
理
府
統
計
局
の
「
老
年
人
口
の
現

況
」
(
昭
和
五
十
五
年
)
に
よ
り
ま
す

と
、
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
、

H

職
に
就
き
た
い
u

と
思
う
理
由
と
し
て

生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
た
い
泊
%

生

活

費

を

得

た

い

り

%

余

暇

が

で

き

た

同

%

知
識
や
技
能
を
生
か
し
た
い
8
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
回
答
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
職
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
自
身
か
ら
積
極
的
に
生
き
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
み
え
ま
す
。

お
年
金
同
り
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
た

わ
り
の
気
持
で
接
す
る
だ
け
で
な
く
、

お
年
寄
り
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
考

え
て
、
お
年
寄
り
の

H

生
き
が
い
H

に

つ
い
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
人
福
祉
週
間
中
に

/
敬
老
年
金
H

H

布
団
カ
バ

i
J

お
渡
し
し
ま
す

大
洲
市
で
は
、
長
年
社
会
の
た
め
に

尽
さ
れ
た
お
年
寄
り
に
感
謝
し
、
生
活

に
う
る
お
い
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に

H

大
洲
市
敬
老
年
金
(
五
千
円
ア
と

μ

布
団
カ
パ

i
H
を
お
渡
し
し
て
お
り

ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
老
人
福
祉
週
間
中
に
お
渡

し
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
場
所

で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
齢
九
月
L
ド
五
日
現
在
で
大
洲
市
に

引
き
続
き
三
か
月
以
上
住
ん
で
い
る

人
で
l
i
-
-

-
敬
老
年
金
は
八
十
歳
以
上
の
人
。

-
布
団
カ
バ
ー
は
七
十
歳
以
上
の
人
。

日
時

9
月
日
日

i
m
目
、
初
、
幻
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時
半

土
曜
日
は
十
二
時
ま
で

場
所
旧
大
洲
地
区

福
祉
事
務
所
(
市
民
会
館
)

連
絡
所
各
連
絡
所

持
っ
て
く
る
も
の

・
敬
老
年
金
敬
老
年
金
証
書
、
印
鑑

通
知
の
は
が
き

・
布
団
カ
パ

l

印
鑑
、
通
知
の
は
が

き

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

を



明るい市づくりにつとめる。

大洲市の長寿番付
の部女の

おおず広報郷土を愛し、(3) 

在一現一
口
μ
一
'
}

口
一
血
凶

ウ
J

徳森

内田カン
103歳

男

菊池満保
99歳阿 蔵

柚木・ 100歳藤 木 ミ チ

井上ミチル

大

関

尾 .98歳松石本梅吉

吉岡卯太部 口 .99歳田

大
洲
市
の
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
は
、
四
月
一
日
現
在
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
二
千
百
三
十
五
人
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
三
千
百
三
十
三
人
、
合
計
で
五
千

二
百
六
十
八
人
で
、
市
人
口
の
十
三
・

四
%
で
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
最
高
齢
は
、
徳
森
の
内
田
カ

ン
さ
ん
で
、
明
治
十
二
年
生
ま
れ
で
今

年
百
三
歳
で
す
。

大
洲
市
の
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

は
H

大
洲
市
長
寿
番
付
H

な
ど
の
と
お

り
で
す
。
み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

木.98歳

谷 .98歳

村 .95歳

田.95歳

洲.95歳

洲 .95歳

森 .94歳

賀 .94歳

長
寿
番
付
以
外
で

九
十
歳
以
上
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

九
十
三
歳

萩
森
ミ
ユ
キ
(
阿
蔵
)

(
中
村
)

九
十
ニ
意

都
築
ミ
ヂ
ヨ
(
米
津
)
畑
川
キ
ク
ヨ

(
森
山
)
保
積
イ
マ
(
中
村
)
緒

方
園
(
田
口
)
袖
岡
ス
ミ
(
新
谷
)

上
岡
シ
ゲ
ル
(
田
口
)
井
上
ト
ラ
ノ

村 .94歳

木 .94歳

かH・93歳

回・ 93歳

蔵 .93歳

矢
野
ツ
ヤ

ハl・93歳

津 .93歳

西大洲・ 93歳

市

菅

新

大

大

中

高ん
ut
 

宮 .94歳

寿

中
一
若

大

菅

本由

可wnr
 

蔵

{ 

ヲー

満田ユトミ

稲葉ムメノ

沖内フジエ

有友ムメノ

久保田トクエ

j可内キク

東 ミチエ

村上シカノ

川本ウタノ

五阿捕ラク

植木ユキエ

藤枝キヨミ

松岡コヒナ

村上サダ

幸斤JlIミヨノ

岸野モトエ

村田 トキ

富 .98歳若

関脇

小結

回.95歳

洲.95歳

地 .94歳

上須戒・ 94歳

国 .93歳

田 .93歳

上須戒・ 92歳

戸『
目

平

F主E二
回

F笠"H 

大

前

頭

喜多山・ 92歳

八多喜・ 92歳

洲 .92歳

口.91歳

木.91歳

谷.91歳

田

キ由

柳

八多喜・ 91歳

木 .90歳市

保積亀太郎

平 熊二

清水忠五郎

谷田伊勢雄

二宮 勇

村上調夫

松岡、政雄

村本音五郎

水本徳重郎

守野 勇太郎

大野 喜代衛

西尾謙一

篠崎 憲 吉

新山梅夫

三瀬岩吉

高尾房雄

鶴岡 高 夫

J尺・ 91歳

大

応
川
河

ゑ
ホ

(
野
佐
来
)
奥
野
ヲ
キ
ン
(
大
竹
)

菊
地
ウ
シ
ヨ
(
市
木
)
石
田
タ
マ
ヨ

(
田
口
)
兼
口
コ
ズ
エ
(
市
木
)

九
十
一
議

谷
村
ト
ラ
エ
(
田
口
)
石
丸
サ
ワ

(
柚
木
)
矢
野
シ
ゲ
ル
(
菅
田
)

中
岡
カ
メ
ヨ
(
若
宮
)
下
野
ヲ
ヨ
リ

(
田
口
)
二
宮
ス
エ
ヨ
(
柚
木
)

大
野
百
代
(
菅
田
)
久
保
田
ナ
ヲ
ヨ

イ
市
動

A
F

、
7
J

R
0
・川内川

白

品

(

太

昼

清

夜
本

ト

山
車
ぃ

大
正
五
年
十
二
月
に
徴
兵
さ
れ
た

時
か
ら
今
ま
で
、
ず
っ
と
日
記
を
つ

け
て
い
ま
す
。
も
う
六
十
五
年
み
ま

り
に
な
り
ま
す
。

回 .90歳

生きた時代の記録
を子孫に

菅

北
田
か
ら
書
い
た
り
、
記
録
を
調
べ

た
り
す
る
の
が
好
き
で
。
い
つ
の
間

に
か
七
十
冊
近
い
日
記
が
残
り
ま
し

た
。
自
分
の
身
近
な
出
来
事
、
時
々

の
時
代
の
流
れ
、
物
価
、
農
作
業
の

(
大
洲
)

九
十
歳

福
住
ア
イ
(
柳
沢
)
久
保
シ
ゲ
コ

(
大
竹
)
松
下
ミ
カ
ノ
(
大
洲
)

松
下
ム
メ
ヨ
(
松
尾
)
篠
崎
千
里

(
若
宮
)
大
野
美
文
(
市
木
)
西

国
カ
ヲ
リ
(
東
宇
山
)
矢
野
武
代

(
大
竹
)
河
田
嘉
賞
(
大
洲
)
岩

村
ッ
、
不
ヨ
(
蔵
川
)

ご
と
A

も
ど
も
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。

新
聞
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
も
種
類

別
に
分
類
整
理
を
し
て
い
ま
す
。
人

の
忘
れ
た
こ
と
、
地
域
独
自
の
文
化
、

伝
承
な
ど
も
記
録
を
見
れ
ば
す
ぐ
わ

か
り
ま
す
。

二
十
五
歳
の
時
に
結
婚
し
、
四
男

二
女
を
も
う
け
ま
し
た
が
、
長
男
と

次
男
は
戦
死
し
ま
し
た
。
結
婚
し
て

六
十
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
時
代
は

・
・
・
・
・
私
の
生
き
て
い
る
聞
に

廻
廻
漕
¥J
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
り
ま

γげ
と
し
た
。

山
川
百
十
四
、
五
年
前
か
ら

J~J点
一
三
一
ー
…
今
ま
で
の
記
録
を
整
理

誠
子
r
し
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。

弘ど
ρ

引
い
L

ま
と
め
た
も
の
を
、
白

川
山
に
ど
分
の
生
き
て
き
た
時
代

以
一
叫
ん
打
川
町
山
の
記
録
と
し
て
、
子
供

/
一
日
一
↑
/
い
…
や
孫
に
残
し
て
お
き
た

三
に
一
三
九
日
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
子
供
や
孫
が
何
か
学
ん

で
く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
:
:
:
。

あ
せ
ら
ず
に
、
気
長
に
整
理
を
続
け

て
い
く
気
で
す
。
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広報おおず

(昭和56年度)

大洲市の財政
大洲市告示第42号

大洲市財政状況の公表等に関する条例，および地方公営企業法第40条
の2の規定により昭和56年4月1日から昭和57年3月31日まで(昭和56
年度)の本市財政状況，および業務状況を次のとおり公表します。

昭和57年7月30日

(歳入)

大洲市長近田宣秋

一般会計予算執行状況

iZ:2詰場そ♂%1111I Iそ27協J底辺諸
執行額 95億5，105万円札502万円

予算額 95億 930万円 9，437万円

1億1，878万円

9，∞0万円

l億2，688万円

l 億2，731万円
仁二|執行額

- 予算額

8{.意 628万円

8億1，238万円

1H意9，272万円

12億1.320万円
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24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4 2 

1世帯当り

1億3，034万円執行額 93億2.095万円
H意3，149]J円

予算額 95億 930万円
1億9，307JJ円
H意9，659万円

21.き4，223万円

2億4，363万円

l 衛生費-~一円
3.7% ~ 3億5，673万円

|公債費 8億4.651万円
91% 物勿級協z~8億5 ， 647 万円

10億8，314万円
10{.意9，701hflJ 

11j意5，553万円

11億6，265万円

12i意7，668]J円

12i意9，322JJflJ

総務費 I12億8，015万円

13.7竺~後後後傷級協務物 12億9 ， 739万円

|民生費| 哨… | 
27.7% 路後後勿~綴2~?_E話童7_257瓦fIJ~

(4)一一

噌覇量"ム

(歳出)

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 

みなさんのために

市の予算は

毘品議事量判
773，780円
使われています

1人当り

236，356円

使われています
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一般会計性質別状況
白昭和56年 4月 1日

至昭和57年 3月31日
災害復旧挙業

2億4.223Ii["j 2.6%山い山一向

'一 粧待補修質 7.64])jl'l 0.8% 物件費 ¥ ナ， ''''''''''_ F<. '， VT-'-/J I J 

4 f阜8.668Jj円 5.2% ¥↓」与乙の他 l億三730万円 1.4% 

(市税と住民負担の状況)

固定資産税

おおず一一(5)一一一一広報
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、
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p

甘い

T

1

U

R
石

間

4
iレ
人

間
14，758円

48，314円

l人当り

1世帯当り

たばこ消費税

3，480円

11，393円

1人当り

1世帯当り

電気税

/七
開削榊~~r~'γJ

I人当り 2，815円

1世帯当り 9.215円

その他
。〉

種A 男IJ 面積等 ノ否it 害責

宅 士也 446.819ば 9 {，~ 694万円

LlJ 才本 2.839.166m' 4司291万円

出 ナ回 99.836m' 124万円

雑種地 12.695m' 466万円

建 才勿 144.555m' 57億4，587万円

三I 木 55.640ぱ 引き6，0577j円

状況
HJi利57年3片31H現夜

市有財産
軽自動車税

653円
2，139円

l人当り

l世帯当り

98円

321円

52，3&&円

l人当り

1世帯当り

合 1入選り

計 1世帯当り 111，436"，

状況
H併1157年 3月31日現在

。〉費債公

NT一一一一一二:ニ
市民税

固定資産税

たばこ消費税

気税

軽自 動車税

卜 軒別土地保哩 223万円 1% 
一一 ← 木材取引税 164ij円 1% 

市税の状況

構成比

58.4% 
28.2% 
6.6% 
5.4% 
1.2% 

12{さ 526万円

引き8，199万円

H意3，724万円
H意1，100力円

2，576万円

害長手:~~

電

ux::分 f北日 人 先 イ牛 数! fJt i責 高

大蔵 省、 125 36億3，832万円

自主 郵政 省 48 11億5，222万円

計 I
三、号 σ〉 他 79 18億4，350ij円

252 66億3，404万円

特!「 大政二行 7 1億2，484万円

月ノA日入IJ 郵 政 行 19 3億3，624万円

，tt| 小，jj' 26 41:意6，108万円

70億9，512万円

帯 :lj りの額 589，002円

jlj り の 吉 良 179，915円

解

説大
洲
市
の
財
政
状
況

大
洲
市
の
昭
和
五
十
六
年
度
の
財
政

運
営
は
、
円
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
地
域
、

豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
内
実
現
の
た
め

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
c

地
方
財
政
の
き
び
し
い
状
況
下
で
、

健
全
財
政
を
基
本
に
施
策
の
重
点
化
と

効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
六
十
七
億
五
千
七
円

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
、
九
川
の
補
正
を

行
な
い
最
終
予
算
額
で
九
十
五
億
九
百

二
一
十
万
円
と
な
り
、
執
行
額
は
、
歳
入

が
九
十
三
億
五
千
百
五
万
円
、
歳
出
が

九
十
三
億
二
千
九
十
五
万
円
と
な
り
ま

し
た
。特

別
会
計
も
そ
れ
ぞ
れ
健
全
な
運
常

が
な
き
れ
ま
し
た
。



おおず一一一一(6)一一一一広報

昭和56年度

一一一昭和57年9月1日

したましんな事業をーー，

企国営総合農地開発事業

昭和50年度から大洲市と喜多郡 3

か町村で実施しています。昭和56年

度事業として、大洲市では、平野・

大戸谷、上須戒・松久保、新谷・馬

経(まくびり)、南久米・松尾などが

完成しました。

写真は、桑の作付けが終了した馬

結団地。

、，

‘平地慶雲寺線改良事業

昭和53年度から実施されている平

地慶雲寺線改良の第一期分は、昭和

57年度で終了します。昭和56年度は、

1億 7，100万円て;'，349.3メートルを

改良しました。

、、Z
E
，ノ

l
 

nぺ
υ

η
ぺ
υ

ウ
JRυ 

引
相

刀
ZH
 

ア自主

特別会計の状況

A
広
域
農
道
荒
間
地
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

昭
和
四
十
八
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
い
た
大
洲
南

部
第

E
地
区
(
西
大
洲
1
蔵
川
)
の
荒
間
地
ト
ン
、
不
ル

を
含
む
六
キ
ロ
灯
が
完
成
し
ま
し
た
。

荒
間
地
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
八
百
五
十
六
日
、
幅
員

は
車
道
六
・
五
灯
、
自
転
車
・
歩
道
車
道
が
両
側
に
一

日
で
す
。
こ
の
完
成
に
よ
り
、
蔵
川
・
大
洲
聞
が
大
幅

に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

昭和56年 4fl 1 [1 

国民健康保険

予算現額 18億6，307万円

収入済額 18億4，362万円

支出済額 17億6，147万円

差引 8，215万円

簡 易 水 道 国保診療所

t 間
予算現額 3，378万円 予算現額 2，376万円

収入済額 3，257万円 収入済額 2，830万円

支出済額 3，213万円 支出済額 2，315万円

差引 44万円 差 ヲl 515万円
ノ

自

と畜場

国
交通傷害保障

援ZZ
178万円

142万円

142万円

。万円

予算現額

収入済額

支出済額

差引

675万円

674万円

643万円

31万円

予算現額

収入済額

支出済額

差 引



昭和57年9月1日一一一一おおず一一一(7)一一一広報

A コミュニティ集会所
地域のコミュ二ティ活動の場としての集会所は

昭和56年度事業として、只越わかば台、恋木束、

大根、太田、菅田・上町の 5か所に建設されまし

た。 写真は蔵}I[ .太田集会所。

A 大洲東中学校(簡易保険積立金還元融資施設)
新しい校舎は、鉄筋コンクリ ト造三階建、

1，076平方メ トル、総工費 1億 5，504万 円 で

建築されました。この 校舎には、校長室、職員

室、保 健室、更衣室、普通教室 6、家庭科実習

室などがあります。

ヨ駐機白血

A 徳森児童センター

徳森地区の児童数増加により、

児童の健全育成のために建設され

ました。センターは、主失宣若コンク

リート造二階建、448平方メートル

総工費 6，400万 円 で 建 設 さ れ ま し
た。

A 幼児ブール

ひょうたん形の幼児プールは、

プール面積 460平方メートル、水

深は30~60センチメ トルです。

運動公園には、 昨年完成した水泳

プール、また来年完成予定のスラ

イダープール、流水プールと次々

に整備が進められています。

A 大洲市勤労者体育セ ン タ ー

運動公園、野球場横に勤労者の

福祉の増進を図るため建設されま
した。鉄筋コンクリート平家建、

978.6平方メートル、総工 費 1億

1，500 Jj円です。

パレ コ ト1面、 パスケ y ト

コート 1面、バドミントンコート

4面が取れます。

住宅新築資金
等貸付事業

土地取得造成

1，122万円

980万円

980万円

。万円

予算現額

収入済額

支出済額

差引

お
f

左一川叩

予算現額 l億3‘751万円

収入済額 l億3，824万円

支出済額 1f意3，173万円

差引 651万円

事

業

会

計

の

状

況

至白

昭昭
和和
5756 
年年
3 4 
月月
31 1 
日日

ZL 総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 40415円 439万円 ム 35万円

道 2 f意 491)]'ドl 2億6，4771j円 ム 5，986万円

同民宿舎 8，7797jドl 8，091万円 688万円

私j 院 10億4可082万円 10(u2可630JjP-j 1，452万円



(8) 

叩
月

2
B
Zは

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

おおず広報品 い 教 養 を 身 につける

す選く泰子きとろ りく 1幾する
。挙らたまりい 選 に り 関 。 い 人

純〆〆ませしのろ挙努、は従人は
心とするた心なに力明、つ生
な 大と風。に標 っ し る 健 て を 健
子き H 船 小呼 語いてい康、送 j表
f共なきにさびでてい宇土なありても
に標れもなかーもま会家らた楽
も語い、子け入、すづ庭ゆいし
¥か、なふにてひい。くづるとく
明あ 願暮

三主きれいな選挙のために子 f
選れ
挙ま 常磐町米沢フサノ ま明

健康なからだをっくり、

十
月
二
日
(
土
)
は
、
大
洲
市
議
会

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
身
近
な
政
治
を
任
せ
る

選
挙
で
す
。
冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票

を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に

の
っ
て
い
ま
す
か

選
挙
権
を
有
す
る
た
め
に
は
、
次
の

要
件
が
必
要
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

盆
澗
一
干
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③
引
き
続
き
三
か
月
以
上
大
洲
市
に
住

所
が
あ
る
こ
と
。

し
か
し
、
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
が
作
成
す
る
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

の
心
を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
二
十
七
年
に
明
る
い
選
挙
推
進

運
動
が
始
め
ら
れ
て
三
十
年
。
私
た
ち

は
、
選
挙
の
あ
る
年
も
な
い
年
も
こ
の

運
動
を
根
気
強
く
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

換
醸
鞠
喜

i
i
j議
襲
し
カ
も

輯
購
輔
穣
滋
¥
ベ
紘
一
こ
の
一
一
干

鰻
騨

H
M
W
M
T一
周
年
記
念

輯
購
麟
響
九
一
一
い
お
一
一
-
の
今
年
、

購
鶏

;vパヨ
γ

大
洲
市
で

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
係
の
深

い
「
市
議
会
議
員
し
の
選
挙
を
日
の
前

に
控
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
思
う

と
、
本
当
に
き
れ
い
な
選
挙
を
希
望
し

せ

ん

。

…

年

金

受

給

者

の

み

な

さ

ん

今
川
の
選
挙
時
登
録
、
選
挙
人
名
答
ロ

は

、

年

齢

は

昭

和

一

一

干

七

年

十

月

一

三

日

…

誕

生

月

に

は

、

現

況

屈

を

以
前
に
生
ま
れ
た
人
。
住
所
は
昭
和
丘
一
園
長
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

L
L七
年
六
月
二
十
一
日
以
前
か
ら
、
住
一
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
誕
生
月
の

η

現
況
届
H

の
用
紙
は
、
提
出
時
期

民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
一
末
日
ま
で
に
必
ず

H

現
況
届
H

を
提
出
の
お
よ
そ
一
か
月
前
に
社
会
保
険
庁
か

つ
い
て
登
載
し
ま
す
。
一
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項

つ
ぎ
の
と
お
り
縦
覧
し
て
い
ま
す
。
…

H

現
況
届
山
は
、
年
金
を
受
け
て
い
を
ご
記
入
の
う
え
、
市
役
所
市
民
課
で

期
間
九
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
一
る
人
が
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
証
明
を
う
け
て
社
会
保
険
庁
へ
送
っ
て

場
所
市
選
挙
管
理
委
員
会
一
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
手
続
く
だ
さ
い
。

各

連

絡

所

…

き

で

す

。

詳

し

い

こ

と

は

、

市

民

課

国

民

年

金

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
一
提
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
の
支
払
を
係
に
わ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

o

阻
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5

選
挙
の
当
日
正
当
な
事
由
に
よ
っ
て
中

l
l
i
l
i
-
-
j
l
i
l
i
-
-
i
j
i
l
l
i
l
i
l
i
-
-
l
l
l
l
j
j

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
一
身
体
障
害
者
(
児
)
の
機
会
に
相
談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

者

投

票

が

で

き

ま

す

。

一

実

施

要

領

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

の

巡

回

相

談

期
間
九
月
二
十
二
日

1
十

月

一

日

一

日

時

九

月

四

日

(

土

)

日

時

1
日
時

時
間
午
前
八
時
半

1
午
後
五
時
一
体
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
、
ま
た
場
所
大
洲
保
健
所

場
所
市
選
挙
管
理
委
員
会
一
は
、
こ
れ
か
ら
先
、
機
能
障
害
の
可
能
性
持
参
品
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
子

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
一
の
あ
る
児
童
を
対
象
に
巡
回
相
談
を
実
帳

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
一
施
し
ま
す
。
こ
の
巡
回
相
談
は
、
身
体
検
診
料
無
料

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
6
9

一
障
害
者
の
社
会
的
更
生
、
療
育
指
導
、
希
望
者
は
福
祉
事
務
所
に
ご
連
絡
く

t
i
l
i
-
-
i
i
t
i
i
i
t
i
i
i
i四
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
だ
さ
い
。

て

や

み

ま

せ

ん

。

出

す

。

宮

④

2
1
1
1
内
線
2
4
6

そ
の
た
め
に
は
、
選
ぶ
方
も
選
ば
れ
同
身
体
の
障
害
で
お
困
り
の
人
は
、
こ

る
方
も
~
正
し
い
選
挙
の
あ
り
方
N

を
四

J
J
J
J
-
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
f
J

A
し
げ
良
心
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
・
:
・
一

U
年

度

下

半

期

の

十

丹

市

県

民

税

第

三

期

「

明

鏡

止

水

」

と

い

う

言

葉

が

あ

り

ま

戸

国

民

健

康

保

険

税

第

三

期

す

が

、

曇

り

の

な

い

鏡

、

静

か

に

澄

ん

一

納

税

予

定

十

一

月

国

民

健

康

保

険

税

第

四

期

だ

水

の

境

地

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

時

十

二

月

固

定

資

産

税

第

三

期

思

い

ま

す

。

一

市

税

の

納

税

に

つ

き

ま

し

で

は

、

市

一

丹

市

県

民

税

第

四

期

清
ら
か
で
美
し
い
も
の
を
愛
す
る
大
一
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
国
民
健
康
保
険
税
第
五
期

洲
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
一
日
放
心
す
べ
き
年
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
二
月
固
定
資
産
税
第
四
期

に
恥
ず
か
し
く
な
い
「
き
れ
い
な
選
挙
L

一
昭
和
町
年
度
下
半
期
(
9
月
1
3
月
)
三
月
国
民
健
康
保
険
税
第
六
期

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
よ
う
で
一
の
納
税
予
定
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
市
税
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

叫

す

の

で

、

ご

協

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

市

税

務

課

へ

。

ロ

九

月

国

民

健

康

保

険

税

第

二

期

宮

④

2
1
1
1
内
線
2
1
3



です。
児
童
扶
養
手
当

-
養
育
児
童
一
人
の
場
合

三
万
千
二
百
円
↓
三
万
二
千
七
百
円

・
養
育
児
童
二
人
の
場
合

三
万
六
千
二
百
円
↓
三
万
七
千
七
百
特
別
に
一
時
的
な
出
費
な
ど
で
、
健

円
(
一
人
増
す
ご
と
に
二
千
円
加
算
)
全
な
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

・
支
給
年
齢
十
八
歳
未
満
ま
た
は
二
こ
と
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
あ
る
こ
と
で

十
歳
未
満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
。
す
。

特

別

児

童

扶

養

手

当

そ

ん

な

時

、

高

利

な

資

金

を

借

り

る

・
一
級
障
害
児
童
の
場
合
前
に
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

三
万
六
千
円
↓
三
万
七
千
七
百
円
県
、
市
で
は
、
各
種
貸
付
制
度
を
実
施

・
二
級
障
害
児
童
の
場
合
し
て
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
時
に
は
ご

二
万
四
千
円
↓
二
万
五
千
百
円
利
用
く
だ
さ
い
。

-
支
給
年
齢
二
十
歳
未
満
の
障
害
児
愛
媛
県
生
活
安
定
資
金

児

童

扶

養

手

当

は

、

父

と

生

計

を

共

手

当

で

す

。

児

童

扶

養

手

当

、

特

別

児

童

扶

養

子

こ

の

資

金

は

、

市

民

税

の

非

課

税

世

に
し
な
い
児
童
を
養
育
す
る
人
(
母
ま
こ
の
二
つ
の
手
当
の
支
給
額
が
改
定
当
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
帯
(
生
保
世
帯
は
除
く
)
ま
た
は
同
等

た
は
母
以
外
の
養
育
者
)
に
支
給
さ
れ
き
れ
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
分
か
ら
増
福
祉
事
務
所
へ
。
の
世
帯
が
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
無
利

る

手

当

で

す

。

額

さ

れ

ま

す

。

改

定

額

は

次

の

と

お

り

宮

④

2
1
1
1
内
線
2
4
4

子
で
三
年
半
1
四
年
の
均
等
償
還
で
す

O

K
7
7
8
t
t
t
t
t
t
f
r
o
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
S
F
8
5
8
0
g
g
g
g
t
g
g
g
t
t
t
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
o
r
t
o
r
r
g
g
g
g
g
g
 

一
目
一
明
文
一
寸
三
叫
8

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
寸
断
一
っ
た
同
和
北
区
出
骨
の
若
妻
が
綴
と
妻
ロ
し
、
青
年
が
一
沼
地
区

ι
身二

士
一

rL議
ず
し
ヤ
恥

4

4

4

1

4

1

・

っ

た

遺

書

の

一

部

で

す

。

と

わ

か

る

と

、

態

度

が

急

に

変

わ

り

、

部

士擁
F
Y
1
④
結
婚
の
差
別
日
話
料
川
崎
何
時
打
持
見
立
オ
ご
家
族
…

庭
一
却
「
お
父
様
、
お
母
様
、
度
重
な
る
不
仏
と
な
っ
て
優
し
い
父
母
の
暖
か
い
胸
で
起
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
と
、
断
固
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。
そ
治

家

一

均

時

ま
一
叩
孝
お
よ
び
先
立
つ
不
孝
を
わ
許
し
く
だ
に
帰
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
を
落
と
さ
ひ
と
つ
が
か
け
が
え
の
な
い
命
を
奪
フ
れ
で
も
二
人
の
愛
情
は
固
く
、
両
親
を
向

か
一
叩
さ
い
。
一
度
他
家
に
嫁
い
だ
以
上
、
辛
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
に
も
等
し
い
重
大
な
罪
を
犯
し
て
い
る
説
得
す
る
努
力
を
重
ね
ま
し
た
が
、
祝
間

豊
一
同
苦
に
た
え
て
愛
す
る
夫
と
添
い
と
げ
る
目
安
ら
ぎ
の
内
に
皆
様
の
胸
の
中
に
生
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
部
落
差
別
は
福
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
結
婚
し
ま
し
た
《
拘

一
間
決
心
で
お
り
ま
し
た
が
、
再
三
の
便
り
き
て
行
け
る
の
で
す
も
の
、
誰
も
恨
ん
同
じ
人
間
の
人
権
と
人
格
を
踏
み
に
じ
愛
し
合
う
二
人
の
た
め
に
、
差
別
を
均

的
一
却
に
で
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
見
知
だ
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
形
式
だ
け
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
は
ね
か
え
し
励
ま
し
い
た
わ
っ
て
や
る
叩

1
5
ら
ぬ
異
郷
の
地
で
、
冷
た
い
差
別
の
中
で
も
、
私
は
B
さ
ん
の
妻
と
し
て
過
ご
つ
い
最
近
、
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
青
こ
と
が
、
親
で
あ
り
血
縁
で
あ
る
周
り
叩

劃
一
間
に
あ
っ
て
頼
る
人
も
相
談
す
る
友
も
な
せ
た
こ
と
は
今
の
私
に
と
っ
て
し
あ
わ
年
に
、
娘
さ
ん
の
両
親
は
、
の
者
の
と
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
で
し
民

生
一
向
く
、
希
望
の
一
切
を
失
っ
た
A
子

は

、

せ

で

し

た

。

」

「

あ

な

た

は

立

派

な

方

で

何

も

一

言

う

こ

よ

う

か

0

・

;

・

ぬ

一

向

人

の

情

け

が

無

し

よ

う

に

恋

し

く

、

た

と

は

な

く

、

あ

り

が

た

い

話

だ

と

思

い

で

は

、

こ

う

し

た

差

別

は

、

ど

う

し

向

到
一
時
だ
た
だ
淋
し
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
末
、
ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
で
で
き
た
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
出

(
部
生
き
て
帰
ら
れ
ぬ
ふ
る
さ
と
に
、
今
嫁
ぎ
先
の
愛
媛
県
N
市

で

、

自

ら

の

命

と

親

類

一

同

と

も

相

談

し

た

上

で

・

:

。

」

つ

づ

く

明

す
も
も
も
も

B
2
3
3
8
2
3
8
F
i
j
i
!
?
?
?
g
F
i
j
i
-
i
g
r
i
s
g
g
g
g
t
f
g
g
g
g
g
F
r
i
g
g
g
g
g
i
r
t
h

おおず

初
年
9
月
分
台
ら

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
すま

た
、
特

別
児
童
扶
養

子
当
は
、
障

害
児
を
養
育

す
る
人
(
父

か
母
ま
た
は

父
母
以
外
の

養
育
者
)
に

支
給
さ
れ
る

広報

困
っ
た
時

こ
ん
な
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

-
生
活
資
金
十
万
円
ま
で

-
療
養
資
金
十
五
万
円
ま
で

・
災
害
資
金
三
十
万
円
ま
で

大
洲
市
母
子
世
帯
小
口
資
金

大
洲
市
寡
婦
世
帯
小
口
資
金

母
子
お
よ
び
寡
婦
世
帯
の
人
が
対
象

で
、
最
高
限
度
は
五
万
円
で
無
利
子
、

十
か
月
以
内
の
返
還
で
す
。

愛
媛
県
生
活
つ
な
ぎ
資
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
、
病
気
、
婚

姻
、
出
産
、
葬
祭
な
ど
で
生
活
維
持
の

た
め
資
金
が
必
要
な
と
き
に
。

一
人
に
つ
き
五
十
万
円
以
内
、
貸
付
期

間
は
二
十
四
か
月
以
内
で
年
利
約
七
・

三
%
で
す
。

申
込
先
は
、
愛
媛
県
生
活
つ
な
ぎ
資

金
協
会
八
幡
浜
支
部
へ
。

宮

0
8
9
4
2
②
2
0
0
3

こ
の
他
に
母
子
、
寡
婦
福
祉
資
金
、

世
帯
更
生
資
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
貸

付
制
度
の
詳
し
い
内
容
、
生
活
つ
な
ぎ

資
金
以
外
の
申
し
込
み
は
、
市
福
祉
事

務
所
へ
o

E
④
2
1
1
1
内
線
2
4
4

障
害
者

雇
う
工
夫
と

活
か
す
知
恵

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

9
月
1
日
1
9
月
初
日

職
業
安
定
所
で
は
、
各
種
一
雇
用
援
護

制
度
に
基
づ
き
、
事
業
主
な
ら
び
に
障

害
者
の
み
な
さ
ん
の
雇
用
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
公
共
職
業
安
定
所

告
④
3
1
9
1



八
月
=
百
、
四
日
肱
川
を
中
心
に
大

l

h

、

マ
マ
に
な
る
人

洲

川

ま

つ

り

花

火

大

会

が

盛

大

に

行

わ

ノ

れ

ま

し

た

。

忠

行

事

の

花

火

大

会

は

、

な

っ

た

人

三

日

は

肱

北

河

原

、

四

日

は

肱

南

河

原

牛

乳

を

安

く

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
天
候
に

恵

ま

れ

多

数

の

見

物

客

で

に

ぎ

わ

い

ま

お

届

け

し

ま

す

し

た

。

全

国

牛

乳

普

及

協

会

で

は

、

推

娠

中

午
後
八
時
か
ら
打
ち
上
げ
が
始
め
ら
の
入
ま
た
出
産
後
一
年
以
内
の
人
を
対

れ
、
夜
空
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
色
と
り
ど
象
に
牛
乳
を
特
別
価
格
(
三
十
五
円
)

り
の
大
輪
の
花
が
次
々
に
咲
き
競
う
と
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

両
岸
に
つ
め
か
け
た
人
々
や
う
飼
い
の
赤
ち
ゃ
ん
の
骨
格
守
つ
く
り
に
か
か
せ

遊
覧
舟
か
ら
見
上
げ
る
人
か
ら
感
嘆
の
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
お
母
さ
ん
に
な

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
っ
た
ら
い
つ
も
の
倍
近
く
も
と
ら
な
け

ま
た
、
三
日
に
は
、
緑
地
公
園
で
野
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
牛
乳
に
豊
富
に
含

外
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
、
多
ま
れ
て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
消
化
吸

会
数
の
若
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
四
収
し
や
す
く
、
母
体
に
対
し
て
効
率
の

大
日
に
は
、
肱
南
グ
ラ
ン
ド
で
人
気
キ
ャ
よ
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
良
質
の
た
ん

以
ラ
ク
タ
l
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
が
行
わ
ぱ
く
質
や
脂
肪
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン
を
豊

川
れ
会
場
一
杯
の
ち
び
っ
子
に
大
人
気
を
富
に
含
み
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
願

h
i
得

て

い

ま

し

た

。

つ

で

も

な

い

栄

養

源

で

す

。

1

3

八
日
に
は
、
臥
龍
淵
で
モ
デ
ル
撮
影
申
し
込
み
は
、
昭
和
五
十
七
年
七
月

一
例
会
が
あ
り
、
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
さ
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、

Y

か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
母
子
手
帳
を
持
っ
て
、
お
近
く
の
牛
乳

鞘

た

。

販

売

庖

へ

0

0
切
。

ωゆ
ゆ
ゆ
勿
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
の
ゆ
防
白
雨
白
ゆ
切
の
伊
0
0ゆ
伊
ゆ
ψ
0
0ゆ
明
。
@
の
ゆ
砂
伊
o
o
w
o
o
ψ
砂
伊
。
。
。
ψ
ゆ
勿
ゆ
伊
申
伊
ゆ
伊
砂
伊
ゆ
ψ
。

ω唱
ψ
ゆ
ψ
。

ω品
ゐ
吊
ψ
の
伊
ゆ
ψ
の
伊
崎
俗
唱
伊
。
@
の
ゆ
砂
明
。
伊
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
伊
。
ψ
の
切
。
@
。
。
。

ωゆ
0
0伊
ゆ
伊
ゆ
物
的
伽
尚
ν

俗

そ
し
て
、
寒
い
こ
と
と
、
雪
が
降
る
の

に
は
驚
き
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
よ
く

し
も
や
け
に
な
り
ま
し
た
。

V
大
洲
の
一
言
葉
は
、
全
体
的
に
語
尾
が

上
が
る
の
で
す
ね
。

V
大
洲
の
商
庖
街
で
す
が
、
も
う
少
し

ゆ
っ
た
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
と

い
い
で
す
ね
。

V
将
来
は
、
主
人
と
ゆ
っ
く
り
暮
し
た

い
で
す
ね
。
今
は
、
も
う
少
し
主
人
と

の
対
話
の
時
聞
が
あ
れ
ば
申
し
分
な
い

の
で
す
が
・
... 

(10) おおず広報

の秋書読

自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

認ミ諜認号操場3
ß';J~ó見詰挙番古語面ERE守
諜晃容3持顎
紫祭器宮き1喋
るお難者許諾3帯
端lト鰐鳥瑞
場事暗唱理

寒
さ
と
雪
に
驚
き
ま
し
た

⑮
 

V
沖
縄
県
沖
縄
市
の
出
身
で
す
。
沖
縄

で
は
那
覇
に
次
い
で
大
き
な
市
で
す
o

v主
人
(
方
丈
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
で

友
人
の
紹
介
で
知
り
合
い
、
四
年
間
交

際
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
大
洲
で
結
婚

し
ま
し
た
。

V
し
ば
ら
く
、
主
人
の
実
家
の
あ
る
上

ヰヒ

宮
尾

久
恵
さ
ん
(
却
歳
)

ロ
ノ¥

須
戒
に
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
二

年
か
ら
国
道
五
十
六
号
線
沿
い
で
飲
食

屈
を
経
営
し
て
，
い
ま
す
。
朝
八
時
か
ら

深
夜
一
時
ま
で
の
営
業
な
の
で
、
時
間

の
や
り
く
り
が
大
変
で
す
。

V
大
洲
で
最
初
に
感
じ
た
の
は
、
山
に

固
ま
れ
て
い
る
所
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

庖

同リ

で

の

新
刊
図
書
案
内

在
外
日
本
の
至
宝
全
日
巻

毎
日
新
聞
社

わ
た
し
の
結
婚
心
理
学波

多
野
勤
子
著

仏
教
の
思
想

I

梅

原

猛

著

日

本

の

祭

村

上

元

三

著

土
光
さ
ん
、
や
ろ
う
土
光
敏
夫
他
著

万

引

坂

口

拓

史

著

新
・
旅
行
用
心
集
加
藤
秀
俊
著

間
違
い
だ
ら
け
の
科
学
技
術

平
沢
正
夫
著

ア
ラ
ビ
ア
学
へ
の
途
前
嶋
信
次
著

日

記

指

導

亀

村

五

郎

著

暦

と

占

い

の

科

学

永

田

久

著

原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
北
陸
館

や

き

も

の

美

術

出

版

社

漢
字
お
も
し
ろ
知
識
橘
与
志
美
著

全

集

日

本

動

物

誌

講

談

社

昭
和
後
期
農
業
問
題
論
集
農
文
協

八

重

子

抄

川

口

松

太

郎

著

金

色

の

象

宮

内

勝

典

著

歌

枕

中

里

恒

子

著

若
葉
学
習
塾
上
・
下
三
浦
朱
門
著

細

香

日

記

南

候

範

夫

著

冬

の

光

今

江

祥

智

著

海

の

群

星

谷

川

健

一

著

武

器

商

社

邦

光

史

郎

著

男

の

系

譜

池

波

正

太

郎

著

峠
か
ら
日
本
が
見
え
る
堺
屋
太
一
著

草
柳
大
蔵
の
女
性
抄
草
柳
大
蔵
著

青

い

聴

三

浦

綾

子

著

な

が

い

旅

大

岡

昇

平

著書

館

図
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市民のひろば 市民のひろば 広 報 お お ず

V 青少年の健全育成 を め ざ し て

7月 7日、青少年の健全育成を
めざして、ミ大洲市青少年健全育成

大会ミが中央公民館において 200
人が参加して聞かれました。

意見発表、討議などを通じいか
にすれば青少年を非行から守るこ

とができるか参加者全員で考え、

青少年の健全育成を誓いました。

が
趨

v南久米地区でスポーツ少年団結成

7月25日、南久米公民館においてと南久米スポ

ーツ少年団ミの結団式が行われました。団員は南
久米小学校児童33人で、夏はソフトを中心に、冬

はサッカーと活動していきます。

企みんなで郷土美化
7月18日、市内各地で早朝よりーせいにミ郷土

美化運動ミが実施されました。今年で 9固になる
この行事も市民のみなさんのこ協力により、着実

に成果を£げています。みなさんの努力により、

大洲の街は見違えるようになりました。

企よりよい消費生活のために

業者と消費者が懇談
7月 9日、中央公民館においてと第16回業者と

消費者の懇談会とに 50人が集まり聞かれました。
消費者より、日頃、商庖に対して感じている意

見、要望が示され、これに対して、業者ヤ行政側
から回答、助言がなされて、よりよい消費生活の
ために活発な討議が行われました。

7月末までの 秋 宮い。長市言周試は、受 3、正p郵J・毛 J布iI11利1・iff2、・l調・保震・事議・ i、まし職採員梨大 芦巾信

大洲市内の交通事故
9 安全全の

④市室公 地験そ分 交子理 採用す 耳限鳴強
?長 区喜のまの五五付(師 。用

7月芳ミ
昨1M 其年月 l主主 屋、他?警は年九LI i官室 μ合 議次余 iE員現 在

月運国 線内21(聞いこをの験試 効有。 、 年七九月 )男 男 、 の
イ牛数 65 97 

21動交
岡交怠市合わ覧高採大洲員寸 H 月九1十月 男 約 の羽度liイLldl i l 極蝉

負傷者 88 120 主通 。いな 六 と用
3、二せたど 六日 ー一一九 お試
2ーだ詳六日か り

死者 2 1 日 。 喧 会く し 日 ま ら 名名名名 方実包 崎睡真
4 さかく消で ノ



(12) おおず

乳
幼
児

健

圭今
回;;;.-

広報

実

施

日

該

当

者

9
月
7
日
(
火
)
昭
和
町
年
5
月
生
※

9
月
9
日
(
金
)
昭
和
田
年
2
月
生

9
月
比
日
(
火
)
昭
和
町
年
2
月
生
※

9
月
幻
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生
※

9
月
お
日
(
火
)
昭
和
弘
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分

i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

母

親

、

J
L
F

ト
町
)

せ

一

語

べ

vbω
問
N
b

ら
一
学
級
崎
刈
!
判
;
恐
)

門

μ
一

/

づ

J

山
一
初
め
て
柾
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

1
一
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

らせ

10時~15時

ク

お知らせ

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 9月 8日

9月20日

ところ 大洲市民会館

砂人権相談

と き 9月20日 13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 9月 1日

9月10日

9月27日夕

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂 行政相談

とき 9 月 17 日 10時~15時

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電 話で相談して

ください。告④3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 9月20日 10日寺一16日寺

ところ 大 洲 商 工会議所

担当松山社会保険事務所

惨不動産相談

と き 9月15日 9 時三~16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

??'H支部(常磐町側フヂエ夕、、内)

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ

大洲隣保館(東大沙Hn④ 6100)

大洲福祉会館(新谷君⑤0947)

相談内 容住 民福 祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

しお

カ
た
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
c

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
月
日
日
舵
娠
中
の
保
健
・
体
操

9
月
但
日
姫
娠
中
の
栄
養
と
歯

叩
月
8
日
お
産
の
準
備
と
経
過
他

四
月
mu
日
乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

日
月
ロ
日
乳
幼
児
の
保
健
、
沫
浴
実

習

時
間
と
料
金
日
時

1
日
時
五
百
円

場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

成
人
病
の
予
防
検
診

(
脳
卒
中
予
防
検
診
)

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予

防
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

9
月
2
日
(
木
)
柳
沢
連
絡
所

9
月
3
日
(
金
)
平
野
連
絡
所

9
月
日
日
(
木
)
菅
国
連
絡
所
※

9
月

口

日

(

金

)

ク

※

9
月
却
日
(
水
)
南
久
米
連
絡
所
※

9
月

初

日

(

木

)

ク

※

13ff寺一16日寺

イシ

※
は
脳
卒
中
予
防
検
診

受
付

9
時
泊
分
1
日
時
、
日
時
l
u

時
(
脳
卒
中
予
防
検
診
の
午
後
の
部
は

3
と
T
O
¥
1
5
K
T
J

-日
3
ノ

J
(
)
I
E、」

検
診
内
容
問
診
、
結
核
検
診
、
尿
検

査
、
血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
な
ど
。

脳
卒
中
予
防
検
診
は
こ
の
他
に
眼
底

検
査
、
心
電
図
、
血
液
検
査
な
ど
を
行

い
ま
す
。
血
液
検
査
を
し
ま
す
の
で
、

食
事
は
必
ず
検
診
の
二
時
間
前
ま
で
に

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

検
診
料
は
無
料
で
す
。

結
核
健
康
診
断

次
の
一
要
領
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対

象
の
人
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
義
務
教
育
終
了
者
で
、
今
年

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

実
施
日
と
場
所

成
人
病
予
防
検
診
と
同
時
に
実
施
し

ま
す
。

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

9
月
5
日

一
大
洲
中
央
病
院

9
月

ロ

日

一

宮

否

4
5
5
1

9
月
日
日

加
戸
外
科
病
院

宮

@
5
1
0
1

3
9
1
'
 

Q
V
E
寸
一
ヨ
}

9
U引
引
一
大
洲
中
央
病
院

}
U
U
ハ

一

宮

④

4
5
5
1

〈
‘

E
Y
つ
山
仁

ι
、

u々
y
J
V

お

く

り

も

の

汽

ま
ご
こ
ろ
の

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
菅
田
地
区
社
協
と
市
社
協

へ

)

菅

田

町

中

野

益

雄

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

休日の漏 水修理 (8:30 古島

F 
イ吏*きは /J'

月 日 当番業者 ft いも水な 入さ
ま Fり艮 りな

9月 5日 淳山水道工事官 4 -2583 し どま t谷
5 5532 よあにすそ

9月12日 内田電気水道設備 5 -2858 う る f吏。う

9月15日 大塚鉄工所 5 -0030 。j資原いま残り でも

9月19日 岡福水道工事!占 4 -3656 でし湯二
すよは百風メ

9月23日 奥田水道商会 5 4107 。う洗リ呂モ4 -3674 大。たツ
9月26日 神 田 鉄 工 所 3 3004 切くト'-./4 -2412 

後

『

H
U

==ロ

過
日
の
長
崎
の
集
中
豪
雨
、
台
風
十

号
の
被
害
・
・
・
・
:
幸
い
大
洲
地
方
に
は
大

き
な
被
害
、
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
洲
も
安
心
し
て
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
い
ざ
と
い

う
時
の
準
備
は
で
き
で
い
ま
す
か
、
も

う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。(

や
)
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